
実務経験のある教員等による授業科目の一覧

必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ ○ 人間の理解

人権思想の歴史的展開や福祉理念の変遷とと
もに、人間の尊厳や人権、権利擁護について
講義し、自立支援の関係性を理解することで
適応能力が養われるように講義する。

１
前

30 ○ ○ ○

○ ○ 　チームマネジメント

介護福祉士にチームマネジメントが求められ
る背景を解説し、協働のあり方、チームの実
践力の向上につながる人材育成、自己研鑽に
ついて講義する。

２
通

30 〇 ○ ○

○ ○ 介護の基本Ⅰ

介護福祉の基本として成り立ち及び概念の変
遷、介護福祉士の役割を理解できるように講
義する。介護福祉士の倫理を日本介護福祉士
会倫理綱領を通して理解し、介護福祉士に求
められる専門職としての態度を形成でき、自
立支援をICFの視点から講義する。

１
通

60 ○ 　 ○ ○

○ ○ 介護の基本Ⅱ

介護を受けて生活する人及び生活を解説し、
ﾌｫｰﾏﾙ及びｲﾝﾌｫｰﾏﾙな支援、地域連携について
講義する。介護における安全性及び介護従事
者の健康管理が理解でき、ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ及び自
身のこころと身体の健康管理と労働環境の両
面から学べるように講義する。

２
通

60 ○ ○ ○

○ ○
レクリエーション
Ⅰ

利用者個人の自立を目標としたﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ活動
の支援方法について学び、福祉現場に即したﾚ
ｸﾘｴｰｼｮﾝ活動の能力と実践援助能力を習得す
る。

１
後

30 ○ △ ○ ○ ○

○ ○
レクリエーション
Ⅱ

社会福祉サービスにおけるレクリエーション
の位置づけを明確にし、高齢者のレクリエー
ションだけでなく、障害者のレクリエーショ
ンをも視野に入れノーマライゼーションの思
想の元すべての人々が共存する地域福祉のな
かでレクリエーションを展開できる能力を培
う。

２
通

30 △ ○ ○ ○ ○

○ ○ 生活支援技術Ⅰ

ICFの視点を生活支援に活かすこと意義を理解
し、住環境、福祉用具を整備するとともに、
介護技術についての講義及び演習を通して修
得する。

１
通

120 △ ○ ○ ○

○ ○ 生活支援技術Ⅱ

利用者の状態に応じた身じたく、食事、入
浴・清潔保持、排泄、休息・睡眠について演
習を通して修得する。人生の最終段階におけ
る介護について、講義する。

２
通

120 △ ○ ○ ○

○ ○ 生活支援技術Ⅲー1

障害や疾病により生活上の困りごとを理解す
るために、医学的・心理的側面から概要を講
義し、介護福祉士としてどのような関わりが
できるのかを事例を交えながら講義と演習に
より理解する。

１
後

30 △ ○ ○ ○
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○ ○ 生活支援技術Ⅲー2

障害や疾病により生活上の困りごとを理解す
るために、医学的・心理的側面から概要を講
義し、介護福祉士としてどのような関わりが
できるのかを事例を交えながら講義と演習に
より理解する。

２
通

30 △ ○ ○ ○

○ ○ 介護過程の基礎Ⅰ
介護実践における介護過程の意義と基礎的な
理解を踏まえ、本人の望む生活の実現に向け
て介護過程の意義とその進め方を解説する。

１
前

30 ○ ○ ○

○ ○ 介護過程の基礎Ⅱ
介護過程の実践的な展開を事例で解説し、ケ
アマネジメントとの関係性を講義する。

１
後

30 ○ △ ○ ○

○ ○ 介護過程事例演習

住宅、施設等様々な個別の事例を解釈・関連
付け・統合化するために種々のアセスメント
シートを使用し、個別指導を通して、根拠に
基づく介護実践を伴う課題解決の思考過程を
習得する。

２
通

90 △ ○ ○ ○

○ ○ 介護総合演習Ⅰ

利用者とのコミュニケーションを図りながら
利用者の生活状況や生活リズム及びニーズの
把握に努め、実習施設概要・基礎的な日常生
活援助を理解する。実習に向けての動機づ
け。

１
前

30 ○ ○ ○

○ ○ 介護総合演習Ⅱ

利用者の特性に応じたコミュニケーションが
図れるように事例を取り上げ、その方法につ
いて理解を深める。介護過程における情報収
集・分析・統合から導き出されたニーズの捉
え方を演習を通して学習する。

１
後

30 ○ ○ ○

○ ○ 介護総合演習Ⅲ

個別のニーズを把握するための着眼点や観察
方法について演習を通して学習する。介護実
習の振り返りを行いより効果的な介護実習が
行えるようにする。

２
前

30 ○ ○ ○

○ ○ 介護総合演習Ⅳ

個別の必要な情報の収集・分析・統合から生
活課題を抽出し、立案・実施・評価・修正に
至る一連の介護過程を実習を通して学習す
る。またその過程を研究し記録としてまと
め、発表する。

２
後

30 ○ ○ ○

○ ○
こころとからだの
しくみⅢ

人生の最終段階のケアに関連したこころとか
らだのしくみについて講義する。

２
通

30 ○ ○ ○ 　

○ ○
発達と老化の理解
Ⅰ

人間の成長と発達の観点から人の一生につい
ての知識を講義し、ライフサイクル各期にお
ける身体的心理的・社会的特徴と発達課題及
び特徴的な疾病について解説する。

１
前

30 ○ 　○ ○ 　

○ ○
発達と老化の理解
Ⅱ

老化に伴う心理や身体的機能の変化及びその
特徴に関する基礎的な知識を講義し、それら
がどのように生活に影響を与えるのか、また
生活を支援するための基礎的な知識を講義す
る。

１
後

30 ○ ○ ○ 　

○ ○
認知症の理解Ⅰ 認知症の本質や原因となる疾患を解説し、認

知症の症状・診断・治療・予防を講義する。
１
前

30 ○ ○ ○ 　
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○ ○ 認知症の理解Ⅱ

本人主体の理念に基づいた認知症理念を解説
し、認知症ケアの実際を講義する。家族支援
に対して介護福祉士の役割を講義し、地域で
のサポート体制を解説する。

１
後

30 ○ ○ ○ 　

○ ○ 障害の理解Ⅰ

障害のある人と向き合うための基本的な知識
である障害福祉の基本理念、障害者福祉制度
を取り上げ、地域生活を支える社会資源、関
係機関との連携、関係職種とのチームアプ
ローチのあり方を解説する。

１
後

30 ○ ○ 〇 〇

○ ○ 障害の理解Ⅱ
障害の医学的・心理的側面の基礎的知識を講
義し、特性に応じた支援を解説する。

２
通

30 ○ ○ ○ 　

○ ○ 医療的ケア

医療的ケアの実施の基礎として、医療的ケア
はどういうものか、また介護福祉士が喀痰吸
引や経管栄養の医行為の一部を担うことがで
きるようになった背景など医療的ケアを安全
に実施するための基礎知識の講義と演習を実
施する。

全 62 ○ △ ○ ○

25　　　科目 1082 時間合計
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